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日 
野良仕事     手応え、十分！ 

畑のかたわらの梢で冬鳥のジョウビタキがさえずり始めた。この頃になるとさつ

ま芋の貯蔵作業が最盛期を迎える。今年の夏は高温と乾燥が紅東の芋の育ちに大き

な影響を与えた。多くの生産者が「でかい芋が多すぎる。そして曲がった芋も結構

出るなぁ」とこぼしている。同じさつま芋でもべにはるかは芋の形に天候の影響を

ほとんど受けない。私の畑でも多少この傾向はあったが、問題になるほどではなか

った。むしろ、ある畑では今までにないような良い形状の芋が揃いも良くできた。

その畑は一昨年落花生を作り、昨年は何も作らずにあけておいた。苗の定植後は苗

の生育が今一つで心配したが取り越し苦労で終わった。結局は１年休ませたおかげ

で余分な肥料が抜けてちょうど良い肥料の量になっていたのだ。昨年作付けしてい

たら１０月の長雨と台風で水がたまってしまったので、とても幸運な感じがする。  

１０年以上前から作付けを３割減らして収量を３割上げることを目標にやって

いる。そして紅東に適した畑にしか紅東を作らないことにしている。落花生と、『つ

ちたろう（土作りのための牧草の一種）』はサツマイモネコブセンチュウ（※）を減

らし、肥料があまり残らないのでその後に作る。実際に収量も３割上がっている。

「適した畑にしか作らない」という密かなこだわりも結果が出ていることで、充実

感がある。           

今の時代、売る側はさつま芋に限らずいろいろな 

品種を揃えないと消費者の要望に答えられない。 

そんな中でも紅東の特徴を充分に引き出し「こんな 

おいしい紅東を食べたことがない」と言ってもらえ 

るように作り続けていきたい。 

                                             （香取市  宮負 要一） 

 
（※）体長が１ｍｍにも満たないミミズのような形をした土の中に住む害虫です。 


